
HISTORY
カシオ計算機株式会社は、忠雄、俊雄、和雄、幸雄という四人の樫尾兄弟が、
それぞれの得意な力を生かして世界初の小型純電気式計算機の開発に成功
し、1957年に設立しました。開発を担当していた次男の俊雄の持論は「発明
は必要の母」。世の中が求めるものを開発するのではなく、自分たちが発明した
製品で世の中に新しい必要性を生み出すという考えでした。それは、デジタル
技術を発展させ、電卓、時計、電子楽器などの発明品を世に送り出す開発哲
学として受け継がれ、今なお新しい価値を生み出し続けています。

1965年　世界初のメモリー付き
電子式卓上計算機。
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1981年　英和・和英辞
書を内蔵した簡易型の
電子辞書。

TR-2000

1983年　「落としても壊
れない時計」をコンセプト
に開発された耐衝撃腕時
計。壊れやすい精密な腕
時計の常識を覆し、いつ
でも気軽に使える実用性
と「タフネス」という世界
観が全世界のユーザーに
支持されている。

1983年　薄さ0.8ミリのクレ
ジットカードサイズを実現。持
ち運んでいつでも計算がで
きる究極の薄型電卓。

G-SHOCK（Gショック）

2002年　世界最薄（当時）
のスリム形状でウエアラブル
を実現した液晶モニター付き
カード型カメラ。常に携帯し、
撮りたいときに気軽に撮影を
楽しむスタイルを提案。

EXILIM（エクシリム）

2004年　衝撃や振動
に強い堅牢な設計を
施した電子辞書。

XD-L4600

2008年　1秒間に60枚
の高速連写を実現したデ
ジタルカメラ。

EX-F1

2011年　自在に動くフレー
ムと回転するレンズで、自
由な撮影スタイルを実現し
たデジタルカメラ。

EX-TR100

2014年　カメラ部と液晶
モニター付きのコントロー
ラー部を分離して撮影でき
るデジタルカメラ。

EX-FR10

1995年　時刻情報を乗せ
た電波を受信して時刻を修
正する機能で、正確な時刻
をいつでも把握できるように
した腕時計。

FKT-100

2000年　耐衝撃・耐水性能を持っ
たタフネス携帯電話。場所を気にせ
ず電話ができることで人気を博した。

C303CA

1974年　「時間は１秒
ずつの足し算」という発
想から生まれた電子時
計。大の月・小の月を
判別して日付を調整す
るオートカレンダー機能
を、世界で初めて腕時
計に搭載した。

カシオトロン

1972年　三角関
数、指数関数など
各種関数計算をワ
ンタッチのキー操
作で可能にした関
数電卓。

fx-1

SL-800

1985年　グラフ表示によって数式
を直感的に把握できる関数電卓。

fx-7000G

1957年　世界初の小型純電気式計算機。オフィス
に置けるサイズで静かで高速な計算を実現。埃に強
く接触不良を起こしにくい独自のリレー素子を開発し
て信頼性を確保。数多くの企業や研究機関で導入さ
れ、事務計算や技術計算にかかる労力を減らした。

14-A

1972年　世界初のパーソナル電卓。１チップ
LSIや6桁の表示ディスプレイ、シンプルな部品
設計により12,800円の価格を実現した。シリー
ズ累計1,000万台以上が売れて一般家庭に広
く普及し、半導体の発展にも貢献した。

カシオミニ

1980年　「誰にでも楽しめる楽器」をコンセプト
とした電子楽器。音の時間的変化に着目して開
発した「子音母音システム」により、さまざまな種
類の自然楽器に近い音色を実現。

カシオトーン201

1991年　繊細で豊かな表現ができるAP音源を採
用した本格的な電子ピアノ。

CELVIANO（セルヴィアーノ）

2003年　省スペースで演奏を楽しめるスタイリッシュ
な電子ピアノ。

Privia（プリヴィア）

1996年　本格的に電子辞書の展開をスタート。コン
テンツや検索機能の大幅な強化で電子辞書市場を
拡大した。

EX-word（エクスワード）
2010年　レーザーとLEDを組み合わせたハイブリッド
光源により、高圧水銀ランプを使わずに高輝度を実現。
光源寿命も約2万時間を達成した低環境負荷の
データプロジェクター。

グリーンスリムプロジェクター

1996年　オープンプラットフォームのWindows® CE
を採用した携帯情報端末。

CASSIOPEIA（カシオペア）

1984年　多彩な音色を簡単に創り出せるP.D.
音源を採用したデジタルシンセサイザー。

CZ-101

1995年　世界初の液晶ディスプレイを採用した個人
向けデジタルカメラ。デジタルカメラを市場に普及さ
せ、画像でコミュニケーションする文化を創造した。

QV-10

上部写真：左から、次男俊雄、三男和雄、長男忠雄、四男幸雄。
手前は開発に成功した計算機14-A。
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カシオのイノベーションの歴史

1983年　明るい場所で
も暗い場所でも見やすい
表示を実現した世界最
小（当時）のポケット液晶
テレビ。

TV-10
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